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は
じ
め
に

高
齢
化
と
共
に
、
認
知
症

患
者
数
は
増
加
し
て
い
ま
す
。

65

歳
以
上
の
認
知
症
患
者
数

は
、
２
０
２
５
年
に
は
５
人

に
１
人
が
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

治
療
方
法

①
薬
物
療
法

認
知
症
が
進
行
し
な
い
よ

う
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認

知
症
、
脳
血
管
性
認
知
症
、

レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
な
ど
、

認
知
症
の
種
類
や
症
状
に
応

じ
て
医
師
が
処
方
し
ま
す
。

②
非
薬
物
療
法

・
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
る

昼
間
は
起
き
て
活
動
的
に

生
活
し
、
夜
は
ぐ
っ
す
り
眠

れ
る
よ
う
に
生
活
リ
ズ
ム
を

整
え
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

カ
レ
ン
ダ
ー
や
時
計
、
新
聞

な
ど
を
見
て
日
付
や
時
間
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

・
有
酸
素
運
動

高
血
圧
や
糖
尿
病
が
あ
る

と
認
知
症
に
な
り
や
す
い
と

言
わ
れ
て
お
り
、
日
常
的
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
や
体
操
な
ど

の
運
動
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
脳
の
活
性
化

一
人
暮
ら
し
や
他
者
交
流

が
な
い
方
の
認
知
症
発
症
リ

ス
ク
は
非
常
に
高
い
で
す
。

家
族
や
友
人
、
ご
近
所
さ

ん
な
ど
と
た
わ
い
も
な
い

話
を
し
た
り
、
笑
っ
た
り
、

趣
味
に
没
頭
し
た
り
、
楽

し
く
過
ご
す
こ
と
が
認
知

機
能
を
維
持
さ
せ
ま
す
。

お
わ
り
に

認
知
症
は
進
行
し
て
い

く
病
気
で
す
。
早
期
発

見
・
早
期
治
療
は
認
知
症

の
方
や
周
り
の
家
族
の
そ

の
後
の
生
活
を
左
右
す
る

非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。

ご
家
族
や
周
り
の
方
の
気

づ
き
が
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
繋
が
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
少
し
で
も
ご
不

安
の
あ
る
方
は
、
専
門
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す

（
作
業
療
法
士
：
田
村
）

お知らせ

【ものわすれ外来】
月・水・金（午後）※要予約
担当医師：宮本 正史

下記までお気軽にご相談下さい。
★天心堂へつぎ病院★
電話：097-597-5777

こんな気になる症状はありませんか？

・何度も同じ事を尋ねたり、最近の出来事が思い出せない
・「今はいつか」「ここはどこか」「この人は誰か」がわからない
・言いたいことがうまく伝えられない、理解ができない
・薬の管理やお金の管理ができない
・物取られ妄想がある ・暴言、暴力がある
・清潔、不潔の区別ができない ・うつ状態である

【訪問リハビリテーション】

生活の場にセラピストが伺いリハビリを行います。在
宅で実用的な生活動作訓練や、自宅環境の調整、生活内
での運動の習慣付け、家族指導等行います。

問い合わせ先：リハビリテーション課（足立・安東）

電話：097-597-5777（代表）

ご不明な点など、まずはお気軽にご相談ください。また
は、担当のケアマネジャーなどへお問い合わせ下さい。


